様式第７号

公益信託にいがたＮＰＯサポートファンド助成事業実績報告書 

　　法人名特定非営利活動法人　風小僧
　　代表者名　　　　　森田　徳幸　印

　　　連絡先　
　住所　魚沼市大栃山１８１番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　０２５－７９８－４７０１
公益信託にいがたＮＰＯサポートファンドから事業助成を受けた事業が完了したので、下記のとおり関係書類を添えて報告します。

１．活動テーマ／名称
	田舎暮らし体験　（米づくり体感ツアー）


２．助成金番号　２３Ａ－３
３．助成の種類、助成額、活動の期間

(1) 助成の種類　（どちらか一方を○で囲んでください）
立ち上がり期助成

展開期助成
(2) 助成額

　　　　既交付額　　　0円

　　　　所要額　100,000円

差し引き100,000円

(3) 活動の期間　　7　か月間（平成23年4月20日～平成23年11月13日）

４．具体的な活動状況（事業名、日時、場所、対象者、参加者等）

	事業名　米づくり体感ツアー

日時　　平成２３年４月２２日～平成２３年１１月１３日まで
場所　　米づくり体験　魚沼市入広瀬地内体験圃場

　　　　東京収穫祭　東京都新宿区新宿1－2－6(株)エキスプローラ社内サロン

　　　　神戸収穫祭　兵庫県神戸市中央区元町6－8－10山端ビル1Ｆ白楽サロン

対象者　小中学生、一般市民

参加者　当法人の募集に応募の参加者
　　　　（株）エキスプローラ（旅行代理店）の米づくり体験ツアーの参加者
　　　　

４月22日　筋蒔き　大島久隆宅農作業小屋にて　指導　大島隆一氏　参加者４名
４月26日　育種ハウス設置　苗移動
５月17日　体験圃場畔補修依頼　魚沼市農業公社

５月21～24日　代掻き依頼　大島久隆氏
５月28～29日　田植え体験とエコツアー（都内の小学校先生グループ）8名　現地指導者３名
６月4～5日　　田植え体験とトレッキング（探検隊米づくり）12名　現地指導者4名
6月11～12日田植え体験（社長さんの米づくり）15名　　　　　　　　現地指導者4名
7月28日　田んぼの水路探検と笹団子づくり（都内の小学生８名）　　　　〃　　3名
8月18～21日　田んぼの草取りと源流エコツアー　米づくり体験参加者　１４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現地ガイド3名

10月1～2日　　　稲刈り　8名　現地指導者2名
10月8～9日　　　稲刈り　18名　　〃　　　3名

10月15～16日　　稲刈り　11名　　〃　　　3名

10月22日　　　東京収穫祭　参加者30名

11月12日　　　神戸収穫祭　参加者35名
事業終了

ホームページがある場合　http://　 http://www.kazekozou.org/


活動状況がわかる参考資料（写真等）があれば、その有無を○で囲んでください：　有、　無

５．活動の成果・今後の課題
	【活動の成果】　…「魅力あるまちづくりに貢献する活動」に対する助成の場合は、必ず整備前と整備後の写真を資料として添付してください。
米づくり体感ツアー

魚沼産コシヒカリの生産過程に参加してもらうことで、日ごろ「食」の生産過程を身近に感じる
ことのない都市住民に対し、「食の安全、とりまく環境」について考える機会を提供できた。

生活の場である都市と食の産地である地域との結びつきを強化できた、７月末から８月にかけの

集中豪雨の際には参加者から多くの心配と励ましをいただき絆が深まった。

稲刈りの際には豪雨で被害を受けコンバインなどの機械が入ることのできない圃場の稲刈りも

参加者が率先して、被害を受けた農家の稲刈りに手伝うなど地域とのむすびつきもできた。

「食」の生産現場としての誇り、地域住民の活性化、交流人口の拡大
地域住民の手を借り「自分が、自分たちの手で作った」米づくりを体験することで、地域全体
への愛着をも醸成された。そのことは「新潟が第二の故郷」と転化させることが期待されリピ

―ターとしては勿論、スピーカーとしての波及効果もあったと考える
こうして、安全な食の生産地としての「地域力」に対する誇りが地域住民からも感じることができた。

本事業を行ったことで都市住民と地域住民の交流は拡大し良好な関係が築かれ、魚沼米はより

身近な主食として支持され、改めて「食」の生産現場である新潟の農に対しての理解を深められたことと、交流人口の拡大が最大の事業効果であった。


	【今後の課題】
参加者の多くは勤労者、勤労世帯であり日程は週末に集中するため多くのリクエストにこたえることができなかった、田植え、草取り、稲刈り等いずれも実施時期は短く実施のタイミングを逃すこともあった、また　参加希望者を100％受け入れができなかったことも悔やまれる
翌年は地域住民、農家、農業公社などとも連携を深め参加者の100％受け入れを目標としたい。


６．活動の収支決算　
	支　　　　出　　（活　動　経　費）
	収　　　　入

	項　　　目
	金　額（千円）
	項　　　目
	金　額（千円）

	講師謝金
	70
	サポートファンド助成金
	100

	人件費
	120
	自己資金
	263

	備品購入費
	155
	（内訳）・会費収入
	200

	機材等借上げ費
	140
	・他の事業収入
	63

	会議費
	10
	　　　　・
	

	旅費交通費
	33
	　　　　・
	

	通信費
	10
	その他収入
	190

	事務費
	15
	（内訳）・参加者負担金

・体験料参加費
２０００×９５名

・190,000
	

	原材料費（魅力あるまちづくり活動に限る）
	0
	
	

	制作加工人件費（上記に同じ）
	0
	
	

	工事委託費　　（上記に同じ）
	0
	
	

	　合　　　計　（事業費総額）
	553
	合　　　　計
	553


· 収入合計と支出合計を一致させてください。　

【経費明細】…別紙により領収書の写し等、支払事実のわかる資料を添付してください。
	項　　　目
	経　費　の　内　訳　　　　

	講師謝金

合計　70千円
	米づくり体験指導謝礼　浅井勝さん５回、浅井利彦さん１回
大島久隆さん１回　計７回分

	人件費

合計　120千円
	体験田管理費、田植えから稲刈りまでの間約５カ月　有限会社青空

	備品購入費

合計　155千円
	田植え用長靴3500×30足＝105000　稲刈り鎌1800×20＝36000
軍手、防虫薬等消耗品14000

	機材等借上げ費

合計　140千円
	借地料、耕起、代かき、刈り取り、脱穀　大島久隆さん￥118512－

圃場整備　畔補修、　魚沼市農業公社　　￥21488－

	会議費

合計　10千円
	田舎暮らし体験「米づくり体感ツアー」運営会議　会場費　5回分
農家民宿　青空

	旅費交通費

合計　33千円
	東京収穫祭参加交通費　上越新幹線　浦佐⇔東京　￥15940－
神戸収穫祭参加交通費　通行料　￥17420－

	通信費

合計　10千円
	田舎暮らし体験「米づくり体感ツアー」ウェーブサイトＰＲ委託謝礼
ホームページ管理会社

	事務費

合計　15千円
	参加者との事務連絡、ホームページ管理費委託謝礼
ホームページ管理会社

	原材料費※

合計　　　千円
	

	制作加工人件費※

合計　　　千円
	

	委託費※

合計　　　千円
	


　　※原材料費、制作加工人件費、委託費は「魅力あるまちづくりに貢献する活動」の場合のみ対象
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